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８月から検定成績表の内容が一部変更となります！

検定成績表の内容が一部変更となります。今月末に発行されるＬＩＡＪニュ－スNo129に詳細を紹介しましたのでご参照下
さい。また、ＬＩＡＪニュ－スNo１２９は今月末に当団ホ－ムペ－ジに掲載予定です。

http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kikansiset.html

主な検定成績表の変更点

①育成牛のペアレンツアベレ－ジ(ＰＡ)が表示されます
ＰＡとは、育成牛の遺伝評価値の期待値です。将来の経営の中心となる育成牛を適切な飼養管理のもとで育成すること
を可能としますものです。ＰＡが高い育成牛は、高い遺伝的能力が期待されますので、他の牛からのいじめを受けてい
ないか、喰い負けしていないかを観察し対処しなければ、せっかく高い遺伝的能力を持っていても、充分にその力を発揮
できないことになります。
また、ＰＡの高い育成牛から、性選別精液などを利用して育成牛からも後継牛を取るようにしましょう。
育成牛は検定料金も無料ですから、育成の初期から牛群検定に加入ましょう！

②ボディコンディションが表示されます
今春より新規採用となった新検定項目！過肥や削痩を正確に記録することで、飼養管理を適切なものにできます。

太字：今月のボディコンディション
細字：先月のボディコンディション
斜体：先々月のボディコンディション
２：削痩、３：普通、４：過肥 を示します

③性選別精液の表示
種雄牛略号を１２桁表示として、性選別精液の性についてもしっかり表示します。
種雄牛略号の末尾がＳＸ、ＳＸＦ、Ｘ、Ｆのものは、雌子牛が９０％の確率で生まれます。


